
防 虫 科 学 節 1r) 舵

剖leSt.出liesoilPhygico-馳emicalPropel･七iesofrllSeOticides‡･IThenleasuring･

MbJ,hod.ofPmcticalこ恥opeTticsofInsecticidalDu如 and.Cam'iellSI NakaakiOllAand
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i23.･鼻薬の勅封 ヒ学的諸性質に関する研究 (離 郷) 粉剤及びその扱体の実用的諸 性質の

測 定法について 小即 .形,･林 正 (日本曹達林式金紋満開工場)25∴8.4受理

緒 ･嘗

蹴りや変佃の如き広い耐精に棟用する蔑翼のクβ牒尽,
粉剤の方が水和剤や乳剤よりも松帆 Rつ簡易に施報

が出氷る執 梯川の職に多くの利点をもってゐる｡従

vjで脚 口の特種を攻することなく布劫に越肝㌻るこ1と

が出来で背及し易いO戦後我閥に於いては食帽の緊急

槽鎧の必野性と粉剤の利点とが棚振って,閏や愛に対
する朗報の地相が急速に菅及したQその反問,粉剤の
物糊化学的性掛倒こ実用勧業に関する諦軌跡 こついて

効果は撒布した場合に-放鼠の粉剤が,おる幾何学的
分布の大小 (1),鵜物体への附帯琴一(2),及び附帯しL
･た粉剤が風桐に耐え得る制令 (3)埠に関係し, 之等

の諸性矧 ま配合比が岡-であっても髄に睡kな賓肘に
よっ引 田射 す-ること抹茸ふ迄奄ない｡ (1),(2),(3)

の定亀的東京を犬k分散度,附帯庶及び固着腔とよぷ

ことにする｡之等の詩糎払拭が-億 であっても紋刃潮 来
椎相 和こ対 句-る尭瓢の分相状態 (射,即ち粗件に童剤

が均-に附暫しでゐちかどうか及び的体t.虫剤の相対

輔 正使によっLcT相異することが考へられるO粉剤に関

する上述の (Ll-(4)の甜生餌を輩では健乱上策紬的

翻 潜 とよぶ隼 にするO膏祁 ;粉剤の斬潤 値を増
大せしめ域抹比瞭する矧 こぼ穀虫粥陵と俳･行に先づ之

唾の諸性質を測温L他の物融 ヒ学的謝蛸 との関係を
明かにすることが必繋であるが,之等の舞翻 勺性矧 こ

関しては殆んど研兜雨 L-Cゐない株である01折る見地

第1gl分散曲線の測定鹿町

慮･I.-粒風貌匿 ･H.撤紛解 く解tj紺参偲)
-.Ili.轍粉轟 (鰐4図番JrR)

から習利息光づ粉剤に関する上述の実榔 勺翻41:3';Jiを瑚

tji:する搬耽及び方法について買放し冥用に供し碍る方
法を明らかにしたO.之等の方淡を用ひで我閥の各敵勢
粉剤 (D工)Tや BI-rC)と副 木の実用的転質を測定し

現在我閥で市販されている粉剤の買f舶勺性矧こほ著し
トー差違があることを詠めその粘栗から粉剤の舞用的諸

性5:Jinの柏閑々係等を推計し桓 更に進んで粉剤の粒姥

と実相的謂性質との関係を解明し粉剤粒度の繁用的怒

輩とその追花柄をも明かにしたい0本第 1服に於いて

虫として側位期柁rt･_方没に関し発験した結果につい宕

報付する｡

実 験 一

l･分 散 度 の測 定 法

1)継 ､◆散

粉体を帝政下方に向って撒赦した場合,撒布方向に
韮直な平河上に沈降する粉体札 撒布口を通る鈷砥粒

を中心線とする円錐の如き分布状態をなすことは言舷
に捉放されてゐる事実であるO比の性質を利用して分

散艦の洲滋を行はんが矧 こ喧々完酸の結果帯11図の如
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防 虫 科 学 解 lrl批

第5凪 撒粉口bl)形批

Nl-NRは不砥,N▲tは池

N5 N･+

.#3回迭凧管の形状cDEF

垂瓶等は何れも串気による撹蹄が阿漕に行はれ郷く粉

剤が隅に残るOその宴気蓮大柳ま節2図に示す棟に粉

剤あゆに管が入る様にすることや;必欝である.その先

端の形状についでも色 蟹々致した綾瀬･,鰐3図に示す

Fの様に管の準準をラッパErの様におし潤げだ方が濠

も油当である｡(ⅠⅠⅠ)悌 1臥 第4齢 は撤粉墓であ

って上部の中央に聴つけられた轍粉口の形状によっで

粉剤の分散状態が簸る｡ 第5図に示す Nl-Nnの撤
粉剤まN4のそれに比して小であるO我々は測定満度
の見地からN4の型を採用し串 撒粉室の底部には妨

6図に示す様な位敵こ耽降した粉剤を受ける時計Jntを

お吉,讐孟冨霊警 益角 ㌔

解1図の装苛で撒粉を行.おと撒布された粉体は時間

の牒過と共に撤紛塵の庶蘭に沈降L,上地の掛こ撒野

地 通る鉛申株を中心線とする円錐体*の如き分布状

態をなすととカ軸 められ串oL8棟かの鍵安土底部に解

Al,望,Al18,A1-4.1･-･･AL･1'Al.安まみち,AH,.･････
An･1,Anや 胤 ･3,An･4'に沈降L程粉剤の丑を夫 々aん,

1'′
al.I,ai.男Jal佃 a1.4日=-秘l,.ai･2'al.B'al･4'=H‥arlI,
- ･,聖 3･anか とし,(1),(2)式か ら求められる
Tに軍や糾 一心及び同心円別平均値の問分率 Po･J㌔

鞄 ･･,-P5-､･P ,.(望弱 を群酢 †対応する同心円

の中心から中点 離 (γせう馴瑚 はやる曲輝.吟歌曲軌

*澱密に宋-ば確率の血沈分布柑傾 の如奄形状をなす0

13L-)
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(妨7図)とよぶ〕を求める｡

ao十1/4(Ill.)+恥 ･1+lllR+al,1･-･+a,..l十al･･)+aL.n
ヰlIL.d--1.an･1+an.巴+ rtn3+a,I.1)芋T 1 (1)

･(聖 竿 等eLil±警 )葦 輔 (幻 (La)

同心円の数を充分にとれば,この分散は敵 によっで

分散状態は淀鄭 勺に封永きれやO然し通常我々力戦我

ふ粉剤の斯歴任2榊 メツシ以下であE),その実用脚ぞ踵君

としてめ分散状態は分散曲線の全域より㊦そのう三野部
の分解を比隙すれば充分である噛舶 ;多いO潮 樺な場
合には第7回に示す A宮 と縦軸 とのなす角 (分散的)

第 7噂 蕗剤の分散曲線

p
人
J〃】
-

1

βによって分散釈簡削朝削 ～ることが出来る｡ この
分敬称 こ比例する激を分散腔と定我する｡分散矧 まBl
点の*心からの箆鮒 こよって罰るが,餌1回の姓散に

ついでは積kの鞘 年で焚験した轄凪 百評 が 10-20

cm の腫印肉で拭分散角に比例することが徽められた

ので我利ま通常 甜 -15cmト菓)に於いて分散杓

を此棟してゐる｡

毛3C,

.JCrt;1lglに刑 -鮭把で研 鋸 Flの.;lu'責を行ぶ易倉,測礎

佃 こ裾 貼 及ぼすものと.軌まれる丁坤 る碑項は,粉知
が JiLiの均分に笹 (イ･)撒粉圧九 (.,)撒粉柵の砺
動&.(ノ､)耽降†耶 耶辞であるo 之埠の影響を他の条

件JJ岩の下に於いて実験した棉架の一例は姉tl炎の通
L)でlあるD軌も比の鵜匠では--億 抑制こ対し分散杓の

刷'定に掴 津を及ぼすものは撒粉圧-JJのみであって,撒
粉群の振動数や沈降時間制 まその他を過重削こ選択すれ
ば多少の変動朝川淀には殆んど朗 :陀 及ぼすものでは
ないことが琵畝められた｡

約 1衣 分散的に及ぼす.;lIEl志条件のAL3,響

∴二･..1･1..∴ ･};,･‥'...･: [.‥.:I.,r
拙粉LLf=:カ
(mm/Hg)
臓粉君詩の
は 鋤 数

(回/分)

り
一
4
Lnり

nU

nり
HUハhU

I
=.:-1I

nい

‥.
=._1日=

(1) 試料はベン
トナイト

(2) 各iRlj乾借は
何,1Lも3脚
測定の平均

β値を示す

'■ヽ

4) 分散角の.il王位 怯
＼r～

比 上から明かなる様に約1図-約5

粉剤の分散裾 従って研 紋皮を測定する方法は攻の滴
りであるO担7]もー信条桐 こ於いて粉剤を撤粉執 こ鹿籾

L,

る粉剤の蕊から く1),(望)式に従って中心及び各同心

円上の Plを別 FlL,第7図と同様たLで分散曲線か

ら分散角を測定する｡測党の滴正条件は発胎の紬栄次

の通 りである｡即も,

試料;5g,撒粉圧力;]3mrnHg】 撒粉洋 の擬制

数;200同/分,時計JnLの径 ;CIcm,時計｣nLを靴紀する

各同心円の∠l堀 ;O,5,払25,35)qm,故珪時間;30銑
以1･.の条件で-∵鞘 牛につき4剛 帽三の平均Lil:Lをもっ
て米所すれば,その測定偏差は約5%であるo

L).附帯度の測難渋

一濯同線に附蔚する粉剤堂を h,L妾の飼此範を lJとr

L,a/p酬 憎 度と滝壷するb野剤が一党であっても

その肘筋姥ほ粉祝の附蔚する同の状態及び粉剤を附薄

させるガ批判 こよっ瑚 隅 や早o粉剤酬才帝言やる方
排を決懲するた糾こ力学的忠鶴を典にする衆の=方激

について比較舞放した｡ 筋1淡 く撤粉淡)i節J甲とI
同様な雑聡を用ひ轍粉累の側岡から粉剤を撤粉し,撒

掛 コから一斑中尾難 く50cm)においで機粉芳郎こ対

し萄低においた4枚の潰ガラスに附帝する酎 らゝ附轟

噂を革める. 購2淡 (挿込班):,粉剤申虹療ガラス
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JiFr拍動 印し込んで抜き通 した場合の附帯亀から肘

掛的 求めるo実働の楠卿 欄 による珊瑚削忠火榊 .'J
_･一の榊弛 示すことが認められた(絡.2求)｡両者には

･-虜-翻 t;あって,前者で株操作が著し摘 欄とである
のに対し,後渚では実験断 絶 J,岩にすることが極め●
･C窮要であるO.叉綾瀬の操作を比較､した結果は姉2嚢

に於輔紅 各卸1:q洞 にほ大仰 臓 な御 地 計うーこと

が組め得られる｡一

筋 2 衣

附 潜 漉 くmgT),邑 漉 くmgT)｣〟 _.
2放 (岬私法)節

粥 料

y ル .I/
ベントナイ1･
カオ リン
煉 ′凍土
白 土

0.1日O2
0.1897

横に倒し
て附潜さ
竺た_場食-

?i

# ll)# 也

嘉朗 もる)から引き上げて附帯駄 (片面に対する)杏

洲滋する｡鈷3未明銅熟三して測定した穐粟の-一例で
あって,平均(liliに対する各測!)E値の平均偏差 (,oS)は

試料によっ即日弘するが8,90'以内である0
3.岡帯皮の測定法

一十月附着した粉剤が落る悦矧 ま色々あるが,その洗

なものとしでは風,絹及びその組合せを執rヂることが
出水ようO純者に対する抵抗即ち間瀞性は根本的に祁

異するが故に我々は之を別々に測値する方臆を考究し

た｡
1) 人コ二両に対する固蔚皮の測定法

畢 親:紡日周は人工雨に対す.る問帝政を測定する
矧ヒ設計したもので,その構造は分散腔の場合と鴨 々

8.日 榔哉であるが本蓑田では降雨麺の誹潤 を可能ならしめ

2.4 る矧 こ降雨宝の大井を上下Ilf･氷る様にしこある｡5.6.測定法:A_T.降雨に対する囲帯皮の批 巨淡と･Lて托,
2.O -｡芯鬼の粉剤鯛 一に獅 沖 1めた換:jTラス叉爾 物
1.6 の光を餌8園に示す株に基粧し,所要の雨虫を降らし

挿入法について碇にその冠敏操作を比校抽討した結

賂 次の様な操作で測定すれば弟3糸に流す接に可成
り一･億 した鴇栄が得られるO即ち片田膳ガラ7,板(紘
6cm)の-,Ad両横を神 郷 に報艦に押込み,之を掛 こ

獅岬 して (牝の操作で問った患 ?ゝいてある如 聴

解3洪'挿入蘭 こより七潮起した
附潜皮の一例 .

潤

#' )L !/

JJ-,1･リ ン

べyトナイト

白 土

煉 報 土

附潜漁 (mg)
1回2lmj3周 4臥5凹

3.73.83-53.i33.5

2.92.52S2,72lJ

乱22.02.02220

1.91.71.GJユ,6'llti
0.90.90.9090ノ9

卒物価に対する各
測定偶の
平均個轟
(%)

‡二

ざ凝 8凶 人工紺に対する固親戚の
測定装耽

2.17

1,12

U.ili

O.T.i

0.a.i

めてからその滅鼠を測道し次式から悶着皮を求めるQ

帽 庶-J讐 謂 崇 xlOU ･れ

-%放試料としで -億 盤の試料をガラス板叉は鮪に#j一

に獅 沖 しめる矧 こ,附褐変を測馴 ~る場合と同様な

挿入法や撤粉私 及び締搭淡等を比較楓 した和風

位も良い結鮎こ到達したのは綱落法であるo舘藩政は

妨(J図の様にガラス円筒に赦せた師に訳料を入れ,羽

毛で静かに欄を熟して試料を円筒底部におかれたガラ

ス校注落下せしめて試料とする｡

亡 = j [=1

: こ= コ エ コ



A

地 政 料 率 覇 l;I)鹿

蹄9凪 固-77;経 刀槻定紬圭lt･の刑製法
(輔絡状)

Z､＼
>̂

固着腔のHLl'jaに於いて粥料敦を均一放つ十位過振
牧することの必要肘も 粥料の盤ガみを卿 こした場合

に拭料敦の増 加と共に固帯皮が増加する第4薮の発散

鴇采から明らかであらうO佃試料敦のみならず,降雨

魔や降脚珊 将 官測LjE条件の変化も潮位櫨朱に著しく
瀞瀕することを常々は策敏によって諌めたo i

筋4衣 間潜鑑に及ぽす拭料蔑の膨鰯

-ht:･,:nL･.冒.,,i ･:油 ･..:･L:-,㌔I.Pu･ ~ や
15

25

35

45

i-IL-)

6-)

(ユ)紙料庶以外
の条件は一
光 .

(盟)毒婦料はべリ
トナイ ト

これ容の繋歯軸 偶 は上述の様な方法明 瞭 される

開港鋭敏押雛吟で複雑であることに田園し,その原因

は必ずしも明かではない.経つ引珂蔚熟思一斑条fFr4に

於い明 輝 γやことが必賓であり凋 瞳 臓 蛇 の条嘩

13S ､

下に於いてのみ意義をもつ発榔 勺性粁 ごあって,絶対
未読は吋成り細野であるものと云ぷ拝が川来るO無し

億条件下に於いてILL越の装置と方法によれば朋党

紬墨は,雛5尖に託す様に平均終に対する測定値の平

均偏差は約5/otであるO

椛 .i-Ji-

圃 瑚 補 語 鳳 僻 や
(i)各測起億
は4回測定頼
平均値
測定姦件

稔降耐蕊;
･lOO3C

隙間時間;
ユ分30秒

ガラスプレート

(7,2×3.1cm)
耐蛍;174レ-ト
ユケ当1)1cc
風.I王;
70mmHg
試料;抱埠用
ベントTJfト

2) 衝撃に対する固着既

衝撃に対する固着腔を測起すも矧 こ榊ひた方淡は次

の漁りであるO軸も宵径 7mm,長さ 84rnm(岡帝両

横は 387,5cme)'の歌質ガラス管に抑 柁 馴 -る覇なく

軽く充離した硬,,逆にし七拭料恵落すO次に管口を下

方にして 乱5cm の上方よりL報蔵に聞き木板上に5回

だ相浦 下せしめた律!管壁の固着蕊を稗致し次式によ

･つて一定同根に対する同輩度を求める｡

耶6夫
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国粋 悪 く4,

この場合の測定誤差の一一例は節6求に示す掛 こ革新

によって相艶し.-掛こ同形匹が大い程測定誤差:ま小

である｡その平均伯蓋は約12%であを0

4.その他の性質の測定について ･

1) 兵 比 訳

粉対の実岡的性質を求めろ時には多くの場合異比重

力秘要である｡兵比末は比77補 を級別する骨法によっ

て求め碍られるが,媒体に水を依刑すると粉剤の一部
分が浮遊LTか,気泡が入る｡之もさけ引こ(_も 媒体に

キシTト ルの如き右肺 剤を仕用する方が適当である｡

暮10匝 BHCと担体の汎合放題の押鞍

*写^ (780X)

事11凪 DDT と政体との附升放浪のt
子叔牧丘耳鼻 (5000X)

ttの槍合DDTや:BHCは多くの右膝淋毒恥こ軒解する

から之を次式に上って補正'T-る｡

S=軒二者 巧 G (5'

学 節 lT)班

但し S=此花,W=拭料の罷免 Q-比棚 の7F.
丑+比7Tt瓶と同体塀の群嫌の累Rt,Q′-1比7rt鵜の市丑
+鞠 の花丑+媒体の認丑,a-媒体の比箱である｡

2) 担体と主剤との薫烏合状態

政体と主力との鈷合状腰につき花子廻折法;馬子斯

触 法及び常光税と偏光の光学榔 箆を比較した嶺

.果,花子酢蛸 や偏光光学斬艶穀を糊ふれは粉剤に於

ける主加と担体の混合状態を明確に観測することが出

来ろ｡坊10臥tBHC と租体の混合状態を偏光親

盤で親潮し常光操で姓彰した鼓果の一例である｡第11

団は DDT と担体の附粛状態を馬子新城 で親刺し

た積柴の一朗である｡

at 軍

本報告を挙的擦合すれば衣の通りである｡

1.秒初の実用効果は⊇占体の投虫力の外に,その物

理化学的詳性盟にLって著しく影葡されることを指摘

し,実用的性兄としての分散酪 附帯鼠 同着産及び

浪合釈放を立教した0
2.之等の定轟に従ふ実用約位髭の拭桂 法や装IR.に

っき研究し,夫々簡堺な失敬で簡易に測定出来ろ方法
を明かにした｡

3.我々のFEJひた方法や炎征は恰かも金最初桝こ放

ける敬度や抗張力噂と同株に極めて直頂的な方汝であ

I),iRLl起される実用的性斑は物理化学的には可成り複

雄な現象であるが之等の方法によって粉剤の実用効果

を可か 党丑的に比較し得ることを認めた｡

4.我々の用ひた徽実用的性質の測定法の粍姥を平

均鰍 こ対する各般 位の平均似た(%)で示せば次の通
りである｡

妨7襲 実刑的性盟の測定輯妊

兼 用 一約 位 宋 L 完芸濃諸 芸晶蓋

甘 tL JE

肘 Ir FE

人工甫rL対する国井LE
帝事 に対する固辞正

う %

S ク

5 ク

12//

Risumd

Theauthorspointed outthattlle praeti亡8l

effectsofinsecticidaldllStSdependnoton一yupon

itsow n ..ISeCticidalactivities,butremarkably

tlPOnitsprもCticalphysico-chemicalpropertics-

degreeofdisperslOn.8dhesiveness･血ilyandthe

stateOEthemixtureofmainlng'edieEltandca'･･-

IitT,8.
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ThequalltitEttivedc亡emlinationmethod｡fthese

placticaLpropcrtieshnsheerlStudied,imdthenew

simpleexperimentfIIEIPParatuShasbeendeviced.

Bytheauthor'sprocess,theexpel･imcn紬Icrrol▲S

EII+也verySmallaSShownonthetable.

Fromtheseresultsitisconcludedthatthenu-

thor'sprop.essisverysuitftbl¢forpracticftluse･

PracticlllpT･Operti¢S

Degreeofdispersion
Adhesiveness

FixityfoilartはcialllElin
Fixityfol･Shock

山can dcviat王oJl
formeanvalue

;-)/nn/
R,0.:

1r)JIObL
12/QQ/

The凱udiesollPhysico-ChemicalPl･OPerもiesoflnsecticid.es･IZ･ TllePropertiesof
lnsecticiぬlDllBtsandC8m･iersofSeveral:旺akers. NEIkaakiOJ)A,MinoruĤ nAD̂,
andTosiichiYA11t7(NipponSodaCoりLtd･,TakaokftFactolly)ReceivedAug･も19弧 Boty lL -

Kaga如 15,140,川5()(withEnglishrisumi148)

24･濃集の物理化学的緒性矧こ関する研究 (第2報) 各和製助剤及び担体の諸性質

小m仲畝 原田稔,断俊一-(El本管漸 滞式索敵高岡工場)ilL'=j･8･41受理

持 ■ 首

現在我国には多数の塾殖製泣所があり,何れ も
DDTや BHCの粉剤を測地してゐるO -J.lWl不良鋤

晶のためか,城は施報法が不過の偶か,その埋け日立明
かではないが DDTや ･BHC粉軌に対する 職 の批

判は可成G7厳しく,之が鍔に旗 ミDDTや BHC'粉

剤の無効を唱へるが如き舶 飴等-耳にするこどがあ

るO比の間の事情を脚胴する一一助に資せんが矧 こ.戟

国の帯紙救粉剤につきその累月拍り渚肘要Lを測定して現
況を明かにしたO叉之等の測斑偶から粉剤の謂性質の

相閑 係々やその適正脚 こついても帝展し庶い｡
尭斡及び考療

1.開削及び珊起状

買激試料は昭和23年末-24年末の間に褒めたもの

管.-各試料の灘改新はアルファベヅトで璃官に区別し

た0番紙料が渚当灘池野の全額晶をど?稗軌 こ代起し
碍るか措定野な鞠であるが,此の問の情報は全然亨計こ

ゐない｡各実印的牲鰐のttjB亜及び測濃淡や集散は前報

で朝鮮したものを何れもその庸蟻川し,見掛比聯劉ま

農朝鮮で供用の方法に従ったO粒艦の.)1!Il斑は裾糎 で

粒子砥径の舶界を鄭 iLjLたが,料度分雅の1才t心は分布

曲線によらず観音llljによって推果した｡翫微銑試験棟

Ilo

｢ライ-ルり批撃つ開脚級琉射蛸 し,鞄細虹 は常光
:LW,I.ぴに偏光を併用したo

P.試 験J結 凝

各批判粉剤 (DDT及び Br:TC)及び抱体の諦性'R

につい⊂求めた輯架は第 1諺圭,姉 2賂 及び妨1図-

第 3図の通りであるQ雛1軌 範El囲,築3馴 ま夫々

DDT粧軌 BH上C粉乱 視体の勘徴鉄塔損であるO

鮪 1米 僻d 考
(ド,仰 Lの洲滋も発抑 沖を岡一俵件に於いて行った

､ものでmll憩配柑ま3-4問の平均値である｡
(2).水分q潮位憐件はL85mm的 ,45oC土10DC,
4時間である｡,

(3).娯比預の洲懲 こほ2,5ct,の比霜瓶を用ひ,媒体
にキyロールを倦用し借解した DDTや BHC

の補正*を行ったO

(4).新 改風 附蔚舷,間帯皮のflIIj想脚 r･･は前報に於
いて冨己献した袈程と75p班を用ひた｡

(5).粒姥に符した視噂 (u)は粒牒分和の推起断

t僻を示し,上限叉は下限不記鶴のものは椎LjB榊
損なものを衆わすO

*布鞄常姉1堀金1m (防盈科学 lS,134)

雛 1衣 食批 狼 粉 剤 の 辞 性 栗
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